
“ Create our new customers ! ”「将来に繋がるお客様の創造」
⼈と⾞、⼈と環境、⼈と未来。もっと「つながる」幸せをお届けします。

個⼈投資家さま向け会社説明会
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会社名 株式会社サンオータス（証券コード7623）

本社所在地 神奈川県横浜市港北区新横浜2-4-15

創業 1926年 （昭和元年）

設⽴ 1951年 5⽉ （昭和26年） 70周年

株式公開 1999年 12⽉ （平成11年）

資本⾦ 4億1,125万円

売上⾼ 273億3,300万円（2020年4⽉期）

純利益 9,800万円（2020年4⽉期）

会社概要
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経営理念

これまで神奈川県下、50万⼈以上のお客様に「トータルカーサービス」を
提供してきたサンオータスグループ。
これからも、カーライフだけにとどまらず、お客様にたくさんの幸せを
ご提供できるよう挑戦し続けます。

当社グループをご利⽤いただく全てのお客様の為に

サンオータスグループ総顧客数50万⼈を⼤切に
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神奈川県下50拠点のネットワークで地域社会に根づいたビジネスを展開

ENEOS ステーション

KYGNUS ステーション

環境⾞検

ほけんの窓⼝

オリックスレンタカー

JEEP ディーラー

Fujisawa SST

Tsunashima SST

PEUGEOT ディーラー

Fujisawa SST

Tsunashima SST
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成⻑の軌跡
2014 Fujisawa SSTへトータル・モビリティサービスのSQUARE Mobility出店

2013 ほけんの窓⼝FC契約締結 来店型保険販売ビジネスに参⼊

2011 プジョー営業部を設⽴ プジョー正規ディーラーに進出

2008 環境⾞検が環境省グリーン購⼊法「特定調達品⽬」として認定を受ける

2007 BMWディーラー店舗の称号を「Shonan BMW」に統⼀

2007 環境⾞検が第9回グリーン購⼊⼤賞最優秀賞を受賞

2007 新⽇本⽯油特約店「双葉⽯油株式会社」を⼦会社化

2007 BMW正規ディーラー「メトロポリタンモーターズ株式会社」を⼦会社化

2005 「環境⾞検」取扱いスタート エポック⾞検部を環境⾞検部に変更し環境
に配慮した⾞検の取組みを開始

2004 サンオータスグループカード導⼊ グループ⼒を活かしたサービスを提供

2002 BMW正規ディーラー「株式会社モトーレン東洋」を⼦会社化

1986 オリックスレンタカーとFC契約によるレンタカー事業の開始

1982 新⾞・中古⾞を取扱う⾃動⾞販売事業へ
フォード⾞のカーディーラーを神奈川県内に展開

1976 ⾃動⾞整備⼯場を開設 ⾃動⾞整備・⾞検事業へ

1957 給油所を拠点とする⽯油販売事業をスタート
神奈川県下最⼤級を誇るサービスステーション・ネットワーク

1951 ⽯油、油脂、燃料の販売を⽬的として朝⽇商会を設⽴

2021
3⽉ 「健康経営優良法⼈」（⼤規模法⼈部⾨）に認定

2020
12⽉ 横浜市SDGs認定制度「Ｙ-SDGs」に認定登録

2020
10⽉ 「かながわSDGsパートナー（第４期）」に認定登録

2020
6⽉

WHILL社「電動⾞イス」・grafit社「電動バイク」
マイクロモビリティ商材を導⼊

2020
4⽉

「モビリティ部」新設
ＭａａＳ関連事業を本格的にスタート

2020
2⽉ BMW販売会社である100％⼦会社２社を売却

2018
3⽉

「Tsunashima SST」にて
サイクルシェアサービス提供開始

2017
5⽉

フォード⽇本撤退に伴いフォード成城店を営業譲受し
プジョー成城店を開設

2016
12⽉ ジープ正規ディーラー進出

2016
3⽉

「Tsunashima SST」プロジェクトに
パートナー企業として参画
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カービジネス事業

4,020
エネルギー事業

6,227

不動産関連事業

369
ライフサポート事業

117

2021年４⽉期
第3四半期

（単位︓百万円）

●ビルメンテナンス事業
●不動産賃貸業 他

事業別売上⾼（2021年4⽉期 第3四半期）
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連結売上⾼
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6,227 
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369 

カービジネス事業 エネルギー事業 不動産関連事業 ライフサポート事業

公表予想値

（単位︓百万円）

2021年3⽉11⽇ 現在

2020年2⽉
⼦会社譲渡
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連結営業利益
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中期経営計画（2019.5→2022.4）

トータルカーサービスからモビリティサービス企業へ

全国でも屈指の経済産業集積地盤である神奈川県内において、当社グループは50カ所を
超える周密な営業拠点ネットワークを活かした全事業部⾨の横断的なモビリティサービス
を展開していく計画です。
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エネルギー事業
〜 サービスステーション 〜
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0.00

20.00

40.00
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100.00

120.00

140.00

世界・中国の経済減速
⽶中貿易摩擦

原油価格の推移
（単位︓＄）

2014/6/20
$107.26

2008/7/11
$147.27

2018/10/3
$76.41 2021/3/3

$66.09

2020/4/20
$-37.63

2016/2/11
$26.21

2008/12/19
$32.40

リーマンショック

新型コロナウイルス

世界的に景気拡⼤
感染症拡⼤収束期待

⽶国シェールガス開発
産油国減産
中国景気停滞
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これからのエネルギーサービス
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ホームエナジーの展開
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将来のエネルギー供給イメージ
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⽔素エネルギー供給のイメージ １

太陽光 H2

⽔⼒ H2

⾵⼒ H2

⽯油/天然ガス H2

⾵⼒/⽔⼒/天然ガス H2

⽔⼒ H2

⾵⼒/太陽光 H2
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⽔素エネルギー供給のイメージ ２

資源国（豪州） 利⽤国（⽇本）

⽔ 素 製 造 ⽔素輸送・貯蔵 ⽔ 素 利 ⽤

豊富な再⽣可能エネルギーから
低コストに⽔素製造

CO2フリー⽔素

液化⽔素コンテナ

液化⽔素運搬船

液化⽔素
貯蔵タンク

液化・積荷

安価な再⽣可能エネルギー

CCS
（CO2回収・貯留）

プロセス利⽤
半導体や太陽電池製造
⽯油精製・脱硫など

輸送⽤機器
⽔素ステーション

燃料電池⾃動⾞など

産業⽤機器
⽔素ガスタービン
⽔素ガスエンジン

燃料電池など

発電所
コンバインド

サイクル発電所など
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規制緩和と設備強度向上によりコンパクト化が可能に
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カービジネス事業
〜 輸⼊⾞販売 〜
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カービジネスに恵まれたマーケット

都道府県別⾃動⾞保有台数および⼈⼝
神奈川県（保有台数4位/⼈⼝2位）

（単位︓万台）

（情報元︓⾃検協 2020年12⽉現在 ※⼈⼝ 2020年10⽉現在）
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輸⼊⾞販売台数の推移
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2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

販売台数 178,527 225,083 275,644 315,993 346,133 335,960 328,622 343,673 351,020 366,266 348,316 317,933

（単位︓台）

2020年度コロナウィルス感染拡⼤で販売台数伸びず。
（前年⽐︓8.7％減）

（情報元︓⽇本⾃動⾞輸⼊組合 毎年12⽉分速報を集計）
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2020年 輸⼊⾞ブランド別販売伸⻑率

ブランド 販売台数（台） 伸⻑率

Mercedes‐Benz 56,999 85.7%
VW 36,574 78.2%

BMW 35,712 76.3%
Audi 22,304  92.1%

BMW MINI 20,196 84.8%
Volvo 15,547 83.7%
Jeep 13,562  101.6%

Peugeot 10,752 101.2%
（情報元︓⽇本⾃動⾞輸⼊組合 2020年12⽉実績）

0.0 50.0 100.0

Peugeot

Jeep

Volvo

BMW MINI

Audi

BMW

VW

Mercedes

前年対⽐伸⻑率（単位︓％）
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1990年からカーシェアリングでも運⽤されたプジョー 106のEV
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EVの本命は割安感のあるフランス⾞
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モビリティ事業
〜 モビリティサービス 〜
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2013年 3⽉ FujisawaSST協議会へモビリティ事業者として参画
11⽉ FujisawaSST 湘南T-SITEへトータルモビリティコンシュルジュ「SQUARE Mobility」を開設

2017年 9⽉ TsunashimaSST協議会（現 TsunashimaSST街づくり運営委員会）へ参画
2019年 7⽉ MONETコンソーシアム⼊会
2019年11⽉ 株式会社カローゼット（電通） 業務提携
2020年 4⽉ モビリティ事業部 新設

パナソニック、電通、MONET、スマートドライブ、オリックス等、モビリティ関連団体とWEBミーティング開始
5⽉ 電動バイク、電動キックボード、パーソナルモビリティ導⼊検討
6⽉ glafit株式会社 契約締結，WHILL株式会社 業務提携
7⽉ glafit ・WHILL シェアリング＆販売開始 WHILL経産省普及推進事業申請（藤沢市・WHILL連名）
8⽉ かながわSDGｓ登録申請 住友商事、損保ジャパン 各モビリティ事業部署と意⾒交換会実施
9⽉ メルセデスベンツ EV合同企画検討

MOONEYESマーケットプレイス（⼤磯）・ 弊社新横浜東SS EV体験会開催
10⽉ 「かながわSDGｓパートーナー」登録認定

TsunashimaSST サイクルシェア有償実証開始
スマートシティ会津若松（AICT）視察

11⽉ FujisawaSSTモビリティサービス実証第Ⅰフェーズスタート（電動アシスト⾃転⾞・グラフィット）
横浜市連携検討会開始、三井不動産商業施設（横浜ベイサイド）提携案検討
FujisawaSST EV体験会開催

12⽉ 横浜市SDGｓ認証制度「Y-SDGs」登録認定
港南エリア交通課題検証開始（横浜市温暖化対策統括本部 連携）

2021年 1⽉ 飯⽥産業（江の島ホテル）業務提携締結
マイクロモビリティシェアリング実装準備開始

次世代モビリティ事業への主な取組み
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2020年度事業部⽅針

「都⼼」「地⽅」「観光」の観点から当社ならではのMaaS実装基盤の
構築。

【取組みテーマ】

公共交通機関を始め⾃治体、異業種との関係構築、連携強化

利便性向上による需要の開拓（⾃治体、団地の「移動」課題の解決）

当社ネットワーク（輸⼊⾞ディーラー、サービスステーション、レンタカー拠点等）
有効活⽤によるモデルケースの構築

FSST・TSST以外を基点としたサービスモデルの展開

先進性ある新たなモビリティ商材の導⼊

※MaaS（Mobility as a Service）それぞれの移動ニーズに対応して、複数のモビリティや
公共交通機関を最適に 組み合わせ、検索・予約・決済を⼀括で⾏うサービス
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神奈川県藤沢市に⽣まれた『Fujisawaサス
ティナブル・スマートタウン』は、藤沢市と
パートナー企業の官⺠⼀体の共同プロジェク
ト。約1,000世帯のくらしの営みが100年続
くスマートタウンを⽬指し、新しいサービ
ス・技術を取り⼊れ、サスティナブルに街を
発展させ続けていきます。（2013年開設）

トータル・モビリティサービス企業として参画
湘南T-SITEに開設したSQUARE Mobilityにて、当社が今まで培ったノウハウ
を活かし、モビリティサービスを総合的に提案・提供する、新しい
「トータル・モビリティサービス」を展開しています。

Fujisawa SST
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2022年4⽉開始を⽬途に連動性あるモビリティサービス構築を計画。
1.第1フェーズ 居住者、タウン内従業者を対象に実証開始。
2.第2フェーズ 利⽤実態をもとにエリアを拡張して実証を継続。連携ポート（辻堂駅、

鎌倉、茅ヶ崎）を増設。
3.第3フェーズ コミッティ費原資試算≒提供サービスの検証

共通デバイスの選定、カーシェア連動検討⽅向性検討、公共交通機
関へ打診

4.第4フェーズ 共通予約システムの運⽤実証、新規商材（公共交通機関）連携
2013年11月～ 2020年11月～ 2022年4月～

Fujisawa SST モビリティサービス計画
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Fujisawa SST シニアレジデンスプロジェクト

2024年5⽉竣⼯に向け、2021年度内にモビリティサービスを構築し、以降、実装準備。
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「Tsunashimaサスティナブル・スマートタ
ウン」は、パナソニックの⼯場跡地を活⽤し
たプロジェクトであり、Fujisawa SSTに続く、
第⼆弾です。（2018年⼊会）
異業種の複数事業者が協業し、横浜市等の⾏
政の協⼒を得ながら、地域と繋がる次世代都
市型スマートシティとして国内外に発信。

当社はモビリティ担当として先進性あるサービスを提供

Tsunashima SST
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サイクルシェア有償実証
パナソニック サイクルテック社と提携しサイクルシェア有償実証を10⽉より開始。
慶應義塾を始め協議会各社との連携強化を図ると同時にサイクルテック社独⾃の課⾦
システムの実⽤性を検証。当社独⾃のサイクルシェアシステム導⼊候補として検討。

Tsunashima SST の取り組み
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観光MaaS への取り組み

単体での促進の他、カーシェアやレンタカーなどモビリティ商材と組み合わせたシェアリングを
実施。今夏開催予定のオリンピック・パラリンピックの際にも、3密対策、渋滞回避の移動
⼿段として⾃治体や関連企業、ご利⽤者へ提案・提供。
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マイクロモビリティ 周知イベントの定期開催
各種モビリティの体感、シェアリング需要の掘り起しを⽬的に定期イベントを開催。
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電動キックボードシェアリング
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江の島プロジェクトのシェアリング⾛⾏可能範囲

下図⾛⾏可能範囲から出た場合には、⾃動的に電源が切れます。⾛⾏可能範囲に戻ると、再び電源が⼊ります。

MaaSでは⼈の移動や⾏動がデータ化
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地域MaaS への取り組み

移動困難地域に向けたモビリティサービスの構築
横浜市と連携し市内における地域移動課題について取組みを開始。⼈⼝減少や⾼齢
化に伴い交通機関が減少し得る地域へマイクロモビリティによる運⽤実証を⾏い、当社
ネット―ワーク活⽤による事業構築を計画。
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地域MaaS の取り組みイメージ

施設管理・営繕

各種保険提案

給油・メンテ優待

サイクル・バイクシェア
レンタカー優待

モビリティ
シェアリング

・・・・・
連携

サンオータスグループの
包括サービス
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エネルギー/⾃動⾞関連企業としてのSDGsおよび健康経営
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まとめ

１.トータルカーサービスからモビリティサービス企業へ（中期経営計画）

２. エネルギーとモビリティの多様化の実現に向けて積極的に投資

３.「地域MaaS」と「観光MaaS」でラストワンマイル需要を創出
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財 務 情 報

証券コード
7623
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2017/4 2018/4 2019/4 2020/4 2021/3Ｑ 2021/4
公表予想値

売上高（百万円） 29,702 30,056 30,413 27,333 10,658 15,000

経常利益（百万円） ▲111 74 13 ▲32 159 180

当期純利益（百万円） ▲243 29 ▲75 97 115 130

1株あたり当期純利益（円） ▲77 9 ▲24 31 37 41

総資産額（百万円） 14,355 14,450 16,769 10,244 10,556 ―

純資産額（百万円） 2,589 2,606 2,510 2,575 2,668 ―

1株あたり純資産額（円） 826 832 802 822 852 ―

有利⼦負債（百万円） 6,841 7,355 9,317 5,510 5,446 ―

当社グループの経営成績と財務状況
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当社グループの経営指標推移

2017/4 2018/4 2019/4 2020/4 2021/3Q 2021/4
公表予想値

売上高
経常利益率

▲0.4％ 0.2％ 0.0％ ▲0.1％ 1.5％ 1.2％

ROE ▲9.4％ 1.1％ ▲3.0％ 3.8％ 4.3％ ※4.8％

PER ▲4.4 41.2 ▲11.2 8.1 12.0 ―

PBR 0.4 0.5 0.3 0.3 0.5 ―

42

※2021/4見込ROEは3Qの純資産額を使用
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2020/6公表の
予想配当
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